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LMV721/LMV722
10MHz、低ノイズ、低電圧、低電力オペアンプ

Silicon Dust™はナショナル セミコンダクター社の商標です。

概要

LMV721 (シングル )および LMV722 (デュアル )は、広範囲の
アプリケーションに組み込み設計可能な低ノイズ、低電圧、およ
び低電力オペアンプです。LMV721/LMV722は、ユニティ・ゲ
イン帯域幅が 10MHz、スルーレートが 5V/μs、待機時消費電流
が 2.2Vで 930μA/アンプです。

LMV721/722は、低電圧および低ノイズのシステムで最適性能を
発揮するよう設計されています。これらのオペアンプは、重負荷
にフルスイング出力を供給できます。LMV721/LMV722 への同
相入力電圧範囲はグラウンドまで含み、最大入力オフセット電圧
は (全動作温度範囲にわたって ) 3.5mVです。両オペアンプの
容量性負荷性能は低電源電圧においても優れています。動作電
圧範囲は 2.2V～ 5.5Vです。

チップは、ナショナル セミコンダクター社の先進のサブミクロン・シ
リコン・ゲートBiCMOSプロセスを使用して製造されています。シ
ングル・バージョン LMV721 は、5ピン SOT23-5 および SC-70
パッケージで提供されます。デュアル・バージョン LMV722 は、
SO-8、MSOP-8、および 8ピンLLPパッケージで提供されます。

特長

(特記のない限り、V＋ ＝ 5V、V－ ＝ 0V)
■ 2.2Vと5Vの電圧で特性を保証
■ 低消費電流                                  930μA/アンプ (@2.2V時 )
■ 広ユニティ・ゲイン帯域幅                                           10MHz
■ フルスイング出力

@600Ω負荷、2.2V動作時、各電源からそれぞれ± 120mV
@2kΩ負荷、2.2V動作時、各電源からそれぞれ± 50mV

■ 同相入力電圧範囲がグラウンドを含む
■ Silicon DustTM、SC70-5パッケージ         2.0×2.0×1.0mm
■ 小型パッケージ : LLP-8 2.5mm×3mm×0.8mm
■ 入力電圧ノイズ  9 ｎV/√　Hz@f=1kHz

アプリケーション
■ 携帯電話およびコードレス電話
■ アクティブ・フィルタおよびバッファ
■ ラップトップおよび PDA製品
■ バッテリ運用型エレクトロニクス機器

代表的なアプリケーション

A Battery Powered Microphone Preamplifier



2http://www.national.com/jpn/

L
M

V
72

1/
L

M
V

72
2

絶対最大定格 (Note 1)
本データシートには軍用・航空宇宙用の規格は記載されていません。
関連する電気的信頼性試験方法の規格を参照ください。

動作定格 (Note 3)

2.2V DC電気的特性

特記のない限り、すべてのリミット値は TJ＝ 25℃。 V＋＝ 2.2V、V－＝ 0V、VCM＝V＋ /2、VO＝V＋ /2および R L＞ 1 MΩに対し
て保証されます。 太字のリミット値は全動作温度範囲に適用されます。

ESD耐圧 (Note 2)

人体モデル 2000V

マシン・モデル 100V

差動入力電圧 ±電源電圧

電源電圧 (V＋ － V－ ) 5.5V

ハンダ付け条件

赤外線または対流方式 (20秒 ) 235℃

保存温度範囲 － 65℃～＋ 150℃

接合部温度 (Note 4) 150℃

電源電圧 2.2V～ 5.0V

温度範囲 － 40℃ ≦ T J ≦＋ 85℃

熱抵抗 (θJA)

Silicon Dust SC70-5パッケージ 440 ℃ /W

小型 SOT23-5パッケージ 265 ℃ /W

SOパッケージ、8ピン表面実装 190 ℃ /W

MSOPパッケージ、8ピン・ミニ
　表面実装 235 ℃ /W

SOパッケージ、14ピン表面実装 145 ℃ /W

LLPパッケージ、8ピン 58.2 ℃ /W
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2.2V AC電気的特性

特記のない限り、すべてのリミット値は TJ＝ 25℃、 V＋＝ 2.2V、V－＝ 0V、VCM＝V＋ /2、VO＝V＋ /2および R L＞ 1 MΩに対し
て保証されます。 太字のリミット値は全動作温度範囲に適用されます。

5V DC電気的特性

特記のない限り、すべてのリミット値は TJ＝ 25℃、V＋＝ 5V、 V－＝ 0V、 VCM＝V＋ /2、VO＝V＋ /2および RL＞ 1 MΩに対して
保証されます。 太字のリミット値 は全動作温度範囲に適用されます。
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5V AC電気的特性

特記のない限り、すべてのリミット値は TJ＝ 25℃、V＋＝ 5V、V－＝ 0V、VCM＝V＋ /2、VO＝V＋ /2、および R L＞ 1 MΩに対し
て保証されます。太字のリミット値は全動作温度範囲に適用されます。

Note 1: 「絶対最大定格」とは、それを超えると、デバイスに損傷が生じるおそれがあるリミット値を示します。「動作定格」は、デバイスが正常に機能する条件
を示し、特定の性能を保証するものではありません。保証されている仕様およびその試験条件については、「電気的特性」を参照してください。

Note 2: 人体モデルでは 1.5kΩと100pFが直列接続され、マシン・モデルでは 200Ωと100pFが直列接続されます。

Note 3: 単一電源および分割電源の両動作に適用されます。高周囲温度下で短絡動作を連続させると、150℃の最大許容接合部温度を超える場合があります。
出力電流が長時間にわたって 30mAを超えると、信頼性が損なわれることがあります。

Note 4: 最大消費電力は、TJ(max)、θJA、および TA の関数です。任意の周囲温度における最大許容消費電力は P D＝ (TJ(max)–T A)/θJAにより求めます。数
値はすべて、プリント基板に直接ハンダ付けされているパッケージに適用されます。 

Note 5: Typ(標準 )値は最も標準的な値を表します。

Note 6: リミット値は、すべて試験または統計解析により保証されています。

Note 7: 1Vステップ入力による電圧フォロアとして接続。指定値は、正および負のスルーレートのいずれか遅い方。
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代表的な性能特性

Supply Current vs. Supply Voltage (LMV721)

Sourcing Current vs. Output Voltage (VS＝ 5V)

Sinking Current vs. Output Voltage (VS＝ 5V)

Sourcing Current vs. Output Voltage (VS＝ 2.2V)

Sinking Current vs. Output Voltage (VS＝ 2.2V)

Output Voltage Swing vs. Supply Voltage (RL＝ 600Ω)
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代表的な性能特性（つづき）

Output Voltage Swing vs. Suppy Voltage
(RL＝ 2kΩ)

Input Offset Voltage vs. Input Common-Mode Voltage 
Range VS＝ 5V

Input Voltage  vs. Output Voltage (VS＝ 2.2V, RL＝ 2kΩ)

Input Offset Voltage vs. Input Common-Mode Voltage 
Range VS＝ 2.2V

Input Offset Voltage vs. Supply Voltage (VCM＝ V＋ /2)

Input Voltage  vs. Output Voltage (VS＝ 5V, RL＝ 2kΩ)
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代表的な性能特性（つづき）

Input Voltage Noise vs. Frequency

＋ PSRR vs. Frequency

CMRR vs. Frequency

Input Current Noise vs. Frequency

－ PSRR vs. Frequency

Gain and Phase Margin vs. Frequency 
(VS＝ 2.2V, RL 600Ω)
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代表的な性能特性

Gain and Phase Margin vs. Frequency 
(VS＝ 5V, RL 600Ω)

THD vs.Frequency

Slew Rate vs. Supply Voltage
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アプリケーション・ノート

1.0 LMV721/722のサイズの利点

LMV721/722 はパッケージの占有面積が小さいため、プリント基
板上の省スペースが図れ、携帯電話、ページャ、その他の携帯
システムなどのエレクトロニクス製品の小型設計が可能になりま
す。LMV721/722は薄型であるため、PCMCIAタイプ IIIカード
に使用できます。

信号の品位。信号源からアンプまでの間で、信号はノイズを拾う
ことがあります。アンプ・パッケージが物理的に小さいために、
LMV721/722は信号源の近くに配置できるので、ノイズを拾いに
くくし、信号の品位を向上させることができます。

基板レイアウトの単純化。LMV721/722 は、プリント基板レイア
ウト上で長い配線を回避する上で効果的です。つまり、長い配
線間の干渉に起因する不要信号の除去用フィルタとして、コンデ
ンサや抵抗などの部品を新たに必要としなくなります。

低消費電流。LMV721/722は、バッテリを最大限に長持ちさせ
るのに効果的です。したがって、バッテリ電源のシステムに最適
です。

低電源電圧。ナショナル セミコンダクター社は 2.2Vおよび 5Vの
電源電圧で規格性能を保証します。したがって、バッテリの寿命
が尽きるまで正常動作が保証されます。

フルスイング出力。フルスイング出力が可能なため、出力の可能
な限り最大のダイナミック・レンジが実現されます。これは、低電
源電圧での動作時に特に重要です。

グラウンドを含む入力範囲。単一電源動作時に、GND近くの電
圧を直接検出できます。

入力電圧を (25℃で )－0.3Vより負に振らせないよう保護手段を
講じる必要があります。 IC の入力端子に入力クランプ・ダイオー
ドを抵抗と併用するのが一般的です。

2.0 容量性負荷許容度

LMV721/722は、ユニティ・ゲインで発振なしに 4700pFを直接
ドライブできます。ユニティ・ゲイン・フォロワは、容量性負荷から
最も影響を受けやすい回路構成です。容量性負荷を直接ドライ
ブすると、アンプの位相マージンが小さくなります。アンプの出力
インピーダンスと容量性負荷とが組み合わさると、位相遅れが生じ
ます。結果として、大きなリンギングを伴うパルス応答か発振が生
じます。重い容量性負荷をドライブするには、Figure 1 に示す回
路を使用するとよいでしょう。

FIGURE 1.   Indirectly Driving A Capacitive Load Using 
Resistive Isolation

Figure 1 では、分離抵抗 RISOと負荷コンデンサ CL がポールを
形成して、システム全体により大きな位相マージンを追加すること
により安定度を増しています。求められる性能は RISO の値に依
存します。RISO の抵抗値が大きいほど、VOUTの安定度が増し
ます。Figure 2 は、RISOとして 100Ω、CLとして 2000μFを使用
した場合の、Figure 1 の出力波形です。

FIGURE 2.   Pulse Response of the LMV721 Circuit in 
Figure 1 

Figure 3 は、Figure 1 の回路を改善した回路です。つまり、この回
路は、AC 安定度に加えて DC 精度も改善しています。Figure 1
に負荷抵抗があったとすれば、出力は RISOと負荷抵抗によって
分圧されます。それに対して Figure 3 では、フィードフォワード技
術を使用して VINをRL に接続することにより、RFが DC精度を
改善しています。LMV721/722には入力バイアス電流があるため、
RFの値の選定には注意が必要です。CFとRISO は、出力信号
の高周波成分をアンプの反転入力にフィードバックし、その結果、
フィードバック・ループ全体の位相マージンを維持すると、位相マー
ジンの損失を中和する働きをします。CF の値を大きくすれば、容
量性負荷のドライブ容量を増大できます。ただし、これは見返りと
してパルス応答の低速化をもたらします。

FIGURE 3.   Indirectly Driving A Capacitive Load with 
DC Accuracy

3.0 入力バイアス電流の相殺

LMV721/722ファミリは入力段がバイポーラ構成です。LMV721/
722の入力バイアス電流の Typ値は、5V電源の場合 260nAで
す。したがって、100kΩの入力抵抗を使用すれば、26mVの誤
差電圧が生じます。反転および非反転両入力の抵抗値のバラン
スをとると、アンプの入力バイアス電流によって生じる誤差が小さ
くなります。Figure 4 の回路は、入力バイアス電流による誤差を相
殺する方法を示したものです。
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アプリケーション・ノート（つづき）

FIGURE 4.   Cancelling the Error Caused by Input Bias 
Current

4.0 代表的な単一電源アプリケーション回路

4.1 差動アンプ

差動アンプは、2つの電圧間の減算、または特殊なケースとして、
2 入力への共通信号の相殺が可能です。差動アンプは、差動
式からシングルエンド式に変換したり、同相信号を除去する場合
のオペアンプとして便利です。

FIGURE 5.   Difference Application

4.2 計装用回路

上記の差動アンプの入力インピーダンスは、抵抗 R1、R2、R3お
よび R4によって設定されます。低入力インピーダンスの問題を取
り除くための 1つの方法は、下の 2つの計装アンプに示すように、
各入力の前に電圧フォロワを使用することです。

4.2.1 3オペアンプ構成計装アンプ

LMV721/722を使用して、Figure 6 に示すような、3つのオペア
ンプからなる計装用アンプを組み立てられます。

FIGURE 6.   Three-op-amp Instrumentation Amplifier

この計装アンプの初段は、電圧フォロワを 2つ使用している差動
入力、差動出力のアンプです。これら 2 つの電圧フォロワは、
100MΩを上回る入力インピーダンスを保証します。この計装アン
プのゲインは、R2/R1の比によって設定されます。R3は R1と、R4
は R2とそれぞれ値を一致させる必要があります。R3とR1、およ
び R4とR2の一致の程度によって CMRRは変わります。規格温
度範囲にわたって優れた CMRRを得るためには、低ドリフト抵抗
を使用します。R4をR2よりわずかに小さくし、R2とR4との差の
2 倍に等しいトリム・ポットを追加すれば、CMRR の最適調整が
可能になります。

4.2.2 2オペアンプ構成計装アンプ

2つのオペアンプからなる計装用アンプを使用しても、高入力イン
ピーダンスの DC差動アンプ (Figure 7 )が作れます。2オペアン
プ回路の場合と同様に、この計装アンプでも、良好な CMRRを
得るためには、抵抗を精密に一致させる必要があります。R4 は
R1と、R3は R2とそれぞれ一致させなければなりません。

FIGURE 7.   Two-op-amp Instrumentation Amplifier

4.3 単一電源での反転アンプ

アンプへの入力信号が負電圧である場合もあります。アンプを単
一電源電圧で動作させるので、R3と R4を使用する分圧回路を
導入して、入力信号がアンプの同相入力電圧範囲内になるように
アンプにバイアスをかけます。コンデンサ C1を反転入力と抵抗 R1
との間に挿入して、AC入力信号源 VINに行くDC信号を遮断し
ています。R1とC1の値によって、カットオフ周波数 fc＝ 1/2π R1C1
が変わります。
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アプリケーション・ノート（つづき）
結果として、(分圧回路によって非反転入力にV＋ /2が得られる
とすると)出力信号の中心電圧は電源電圧のほぼ1/2になります。
出力は、電源電圧までスイングでき、低電圧システムでもS/N 比
を最大限にできます。

FIGURE 8.   Single-Supply Inverting Amplifier

4.4 アクティブ・フィルタ

4.4.1 単純なローパス・アクティブ・フィルタ

単純なローパス・アクティブ・フィルタを Figure 9 に示します。こ
のフィルタのローパス周波ゲイン (ω → o)は－R3/R1によって定義
されます。したがって、ユニティ・ゲイン以外の低周波ゲインを求
めることができます。このフィルタの、コーナー周波数 fC 以降の
減衰特性は－ 20dB/decade です。バイアス電流による誤差を最
小限にするため、R2は R1とR3との並列合成抵抗に等しく選定
する必要があります。このフィルタの周波数応答を Figure 10 に示
します。

FIGURE 9.   Simple Low-Pass Active Filter

FIGURE 10.   Frequency Response of Simple Low-pass 
Active Filter in Figure 9 

注意いただきたい点は、単一オペアンプ構成のアクティブ・フィル
タは、低 Q(≦ 10)、低周波数 (≦ 5kHz)、および低ゲイン
( ≦ 10)か、または小さな GQ 積の値 ( ≦ 100)が必要なアプリ
ケーションで使用されることです。使用したい最大周波数におけ
るオペアンプの開ループ電圧ゲインは、その周波数におけるフィル
タのゲインより最低 50 倍高くする必要があります。さらに、選択
するオペアンプのスルーレートは下記の条件を満たす必要があり
ます。

スルーレート≧ 0.5× (ωH VOPP) × 10 － 6V/μsec

ここで、ωH は使用したい最大周波数であり、VOPP はピーク・
ツー・ピーク出力電圧です。

FIGURE 11.   A Battery Powered Microphone 
Preamplifier

上図は、LMV721 をマイクロフォン・プリアンプとして使用した例
です。LMV721は、低ノイズ、低電力のオペアンプなので、バッ
テリ電源型マイク・プリアンプの理想的候補になっています。この
例では、LMV721は反転構成として接続されています。 抵抗 R1
＝R2＝ 4.7kΩによって、基準電圧はVCC＝ 3Vとグラウンド電位
との中間に設定されています。したがって、オペアンプは単一電
源用に構成されています。このプリアンプのゲイン 50 倍 (34dB)
は、抵抗 R3＝ 10kΩとR4＝ 500kΩによって設定されています。
LMV721の GB (ゲイン帯域幅 )積は 10MHzですが、オーディ
オ・レンジは一般的に 20Hz～ 20kHzなので、ほとんどのオーディ
オ・アプリケーションにはこれで十分です。抵抗 R5＝ 5kΩを使
用して、エレクトレット・マイクロフォンにバイアスがかけられていま
す。オペアンプの入力と出力に接続されているコンデンサ C1 ＝
C2＝ 4.7μFはDC電圧オフセット阻止用です。
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ピン配置図

Top View Top View
Note:  LLP-8の露出 DAP部分をグラウンドに接続すれば熱特性を向上させることができます。

製品情報

5-Pin SC-70/SOT23-5 8-Pin SO-MSOP
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外形寸法図 単位はmillimeters

8-Pin SOIC
NS Package Number M08A

8-Pin LLP
NS Package Number LDA08C
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外形寸法図 特記のない限りinches (millimeters)（つづき）

8-Pin MSOP
NS Package Number MUA08A

5-Pin SOT23
NS Package Number MF05A
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生命維持装置への使用について
ナショナル セミコンダクター社の製品は、ナショナル セミコンダクター社の最高経営責任者 (CEO) および法務部門 (GENERAL
COUNSEL)の事前の書面による承諾がない限り、生命維持装置または生命維持システム内のきわめて重要な部品に使用することは
認められていません。
ここで、生命維持装置またはシステムとは（a）体内に外科的に使用されることを意図されたもの、または (b)生命を維持あるいは
支持するものをいい、ラベルにより表示される使用法に従って適切に使用された場合に、これの不具合が使用者に身体的障害を与
えると予想されるものをいいます。重要な部品とは、生命維持にかかわる装置またはシステム内のすべての部品をいい、これの不
具合が生命維持用の装置またはシステムの不具合の原因となりそれらの安全性や機能に影響を及ぼすことが予想されるものをいい
ます。

本資料に掲載されているすべての回路の使用に起因する第三者の特許権その他の権利侵害に関して、弊社ではその責を負いません。
また掲載内容は予告無く変更されることがありますのでご了承ください。

ナショナル セミコンダクター ジャパン株式会社
本社／〒 135-0042 東京都江東区木場 2-17-16 TEL.(03)5639-7300

技術資料（日本語 /英語）はホームページより入手可能です。 www.national.com/jpn/

このドキュメントの内容はナショナル セミコンダクター社製品の関連情報として提供されます。ナショナル セミコンダクター社
は、この発行物の内容の正確性または完全性について、いかなる表明または保証もいたしません。また、仕様と製品説明を予告な
く変更する権利を有します。このドキュメントはいかなる知的財産権に対するライセンスも、明示的、黙示的、禁反言による惹起、
またはその他を問わず、付与するものではありません。
試験や品質管理は、ナショナル セミコンダクター社が自社の製品保証を維持するために必要と考える範囲に用いられます。政府が
課す要件によって指定される場合を除き、各製品のすべてのパラメータの試験を必ずしも実施するわけではありません。ナショナ
ル セミコンダクター社は製品適用の援助や購入者の製品設計に対する義務は負いかねます。ナショナル セミコンダクター社の部品
を使用した製品および製品適用の責任は購入者にあります。ナショナル セミコンダクター社の製品を用いたいかなる製品の使用ま
たは供給に先立ち、購入者は、適切な設計、試験、および動作上の安全手段を講じなければなりません。
それら製品の販売に関するナショナル セミコンダクター社との取引条件で規定される場合を除き、ナショナル セミコンダクター社
は一切の義務を負わないものとし、また、ナショナル セミコンダクター社の製品の販売か使用、またはその両方に関連する特定目
的への適合性、商品の機能性、ないしは特許、著作権、または他の知的財産権の侵害に関連した義務または保証を含むいかなる表
明または黙示的保証も行いません。

National Semiconductorとナショナル セミコンダクターのロゴはナショナル セミコンダクター コーポレーションの登録商標です。その他のブランド
や製品名は各権利所有者の商標または登録商標です。
Copyright © 2006 National Semiconductor Corporation
製品の最新情報については www.national.com をご覧ください。

外形寸法図 単位はmillimeters（つづき）

SC70-5
NS Package Number MAA05A
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